DEMON 


AV サラウンドレシーバー 


AVR-1612 


簡単セットアップガイド 


5.1 チャンネルホームシアクーシステムの設置/接続/設定方法を簡単 
に説 S 月していまず。 


@ CD-ROM 

• 本製品のずべての操作方法を説巧していまず。 

詳しい操作方法は、付属の CD - ROM 取扱説明書をパソコンで 
ご覧ください。 


• お買い上げいただき、ありがとうございまず。 

•ご使用の前に「簡単セットアップガイド」と「取扱説明書」をよくお読みのうえ、正しくご使用ください。 
•お読みになった後は、し1つでも見られるところに「保証書」 • 「製品のご相談と修理-サービス窓□のご案内」と 
共に大切に保管して<ださい。 

• この製品は持ち込み修理対象製品でず。 

出張修理をご希望される場合は、別途化張料をご請求させていただくことじなりまずので、あらかじめご了承 
願いまず。詳しくは、「保証と修理じついて」（屈 =( 梦107ページ）をご覧ください。 

•当社は、環境保全のためじペーパーレスイヒを推進しておりまず。ご協力とご理解に感謝致しまず。 




ごほ用になる前 I 


まを上のごを意 


正しくまをじお使いいただくため、ご使 
用の前に必ずよ < お読みください。 

この取扱説明書および製品への表示では、製 
品を安全に正しくお使いいただき、あなたや 
他の人々への危害や財産への損害を未然に防 
止ずるためじ、いろいろな絵表示をしていま 
ず。その絵表示と意巧は次のようになってい 
まず。 

内容をよく理解してから本文をお読みくださ 
い。 


絵表示の例 

図の中やお傍に具体的な禁止内容が 
巧かれています。 


A 感電ミ主意 

A 記号はま意（危険•警告を含む）を 
促ず内容があることを告げるものでず。 



分解禁止 


Q 記号は禁止の行為であることを 
告げるものです。 



電源プラグを 
コンセントか6抜け 


♦ 記号は行為を強制したり指示したりずる 
内容を告げるものでず。 


A 警告 


この表示をお視して、誤った取り扱いをずると、 

人が死 t または重傷を負う可能性が想をされる内容を示していまず。 


运 


万一異常が発ちした6、 
電源プラグをすぐに抜く 

煙や異臭、異音が化たとき 


落としたり、破損したりしたとき 
から抜く •機器巧部に水や金属類、燃えやずいち 
のなどが入ったとき 

そのまま使用すると、义災•感電の原因となりま 
ず。すぐに本体と接続している機器の電源を切り、 
必ず電源プラグをコンセントか6抜いて、安全を 
確認してか6販売店にご速絡ください。 

お客様による修理などは危険ですので絶対におや 
めください。 


〇 

必ず実施 


ご使用は正しい電源電圧で 

表示された電源電圧 W 外で使巧しないで 
ください。 

义災-感電の原因となります。 


〇 電源コードは大切に 

電源コードを傷つけたり、破損したり、 
、 力□エしたりしないでください。また、重 

いものをのせたり、加熱したり、引っ張っ 
たりすると電源コードが破損し、义が- 
感電の原因となります。 

電源コードが傷んだ6、すぐに販売店に 
交換をご依頼ください。 


〇 電源プラグの巧および巧の付お 
にほこりや金属物が付着してい 

かず実施 るとさは 

電源プラグをコンセントから抜いて、乾 
いた巧で取り除いてください。そのまま 
使用ずると义が • 感電の原因となります。 


义気禁止 


义やおをおづけない 

本機の上でろうそくをなす-タバコの吸 
皿を使巧するなどの义やがの発生してい 
るちのを置かないで< ださい。 

义楽の原因じなります。 


禁止 


內部に水などの液体や異物を入 
れない 

機器内部に水などの液体や金属類、燃え 
やすいものなどを差し込んだり、落とし 
込んだりしないでください。 

义炎•感電の原因となります。 

特にお子様のいるご家庭ではごを意くだ 
さい。 



かめれ 

禁止 


分解禁止 


接触禁止 


水滴や水しぶきのかかるところ 
に置かない 

雨天-峰雪中-海岸-水辺での使巧は特 
にごま意ください。 

水がかかったり、濡れた状態で使用ずる 
と义災、感電の原因になりまず。 


ネジをかしたり、 

巧解や改造したりしない 

内部には電圧の高い部分がありますの 
で、义災•感電の原因となります。 
内部の点お-調整-修理は販売店じご依 
頼 < ださい。 


雷が鳴り出した6 

機器や電源プラグじは触れないでくださ 
し、。 

感電の原因となります。 


接触禁止 

A 


使用中、使用直後に高温となる部 
巧には触らない 

使用中、使用直後は上面や高温ま意マー 
クの付掛こは触れないでください。 

機器の放熱のために高温となっており、触 
れた場含にやけどをずる恐れがありまず。 


局湿まち 



宗に 


乾電池は巧電しない 

電池の破裂-液漏れ【こより、 
の原因となりまず。 


义災-けが 


水場での 
使用禁止 


風呂-シャワー室では 
使用しない 

义災-感電の原因となりまず。 



水めれ 
禁止 


この機器の上に巧瓶-植木鉢 • 
コップ-化粧品-薬品や水など 
が入った容器、およびルさな金 
属物を置かない 

こぼれたり，中に入ったりした場合、义 


が-感電の原因となりまず。 
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安き上のごを意 


A ミ主意 


この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、 

人が整傷を負う可能性が想をされる内容および物的損害のみの発生が想走される内容を示してしなず。 


A 


注意 


S 


禁止 


付属の電源コードを使用する 

他の機器の電源コードを本機に使巧しない 
でください。 

また、付属の電源コードは本機 W 外には使 
用しないでください。 

電流容量などの違いじより义楽 • 感電の原 
因となることか’ありまず。 


〇 電源コードは確実に接続し、 

束ねたまま使用しない 

、 電源コードを接続ずるときは接続□じ確実 

に差し込んでください。差し込みが不完全 
な墙合、义災•感電の原因となることがあ 
ります。 

根元まで差し込んでもゆるみがあるコンセ 
ントじは接続しないでください。その場台、 
販売店や電気工事店にコンセントの交換を 
依頼してください。 

また、電源コードは束ねたまま使用しないでください。 
発熱し、义炎の原因となることがありまず。 


0 


禁止 


電源コードを 
熱器具にお付けない 

コードの被ふくが溶けて、义災•感電の原 
因となることがあります。 


Q 


禁止 


電源プラグを抜くときは 

電源コードを弓1っ張6ずに必ずプラグを持っ 
て抜いてください。コードが傷つき、义災 • 
感電の原因となることがありまず。 


めれ手禁止 


濡れた手で電源プラグを 
抜き差ししない 

感電の原因となることがあります。 


€ 


すぐにコンセントか6電源プラグを 
抜 < ことが'できるよろじ i 曼置する 

_ 電源のスイ'ソチを切ってもコンセントか6は 

■ JPt ブ^を完をに適断されていません。 

から祐^万一の事故防止のため、本機をコンセント 
のおくに置き、すぐにコンセントから電源 
プラグを抜くことができるようにしてくださ 
い。 


〇 機器の接続は説明書をよく読んで 
か6接続する 

テレビ-オーディオ機器-ビデオ機器など 
の機器を接続ずる場含は、電源を切り、各々 
の機器の取扱説明書に従って接続してくだ 
さい。 

また、接続には指定のコードを使巧してください。指 
を W 外のコードを使巧したり、コードを延長したりずる 
と発熱し、やけどの原因となることがありまず。 


〇 電源を入れる前には 
音量を最小にする 

突然大きな音が化て、聴力障害などの原 
因となることがあります。 


0 


禁止 


長時間音が歪んだげ態で 
使用しない 

スピーカーが発熱し、义災の原因となるこ 
とがありまず。 


© 電池を交換するときは 

• 極性表示に注意し、表示通りに正し<入 
れる 

• 指定じ(外の電池は使用し ない 
• 新しい電池と古い電池を混ぜて使巧しな 
い 

間違えると電池の破裂•液漏れじより、义災 • 
けがや周囲をミち損ずる原因となることがあ 
U ます。 


(S 


禁止 


ヘッドホンを使用するときは 
(\)音量を上げすぎない 

V - X 耳を刺激ずるような大きな音量で長時間続 
けて聴くと、聴力に悪い影響を与えること 
がありまず。 


Q 不安定な場巧に置かない 

ぐ6ついた台の上や傾いたところなど不安 
をな場所に置かないでください。落ちたり 
倒れたりして、けがの原因となることがあ 
りまず。 


Q 次のような場所には置かない 

乂楽-感電の原因となることがあります。 

• 調理台や加湿器のそばなどミを煙や湯気 
が当たるようなところ 
• 湿気やほこりの多いところ 
• 直射日光の当たるところや嚴房器具の 
おくなど高温じなるところ 


〇 

必ず実施 


壁や他の機器から 
少し離して設置する 

放熱をよくするために、化の機器との間は 
少、し離して置いてください。ラックなどじ 
入れるときは、機器の天面や背面から少し 
隙間をあけて<ピさい。内部に熱がこもり、 
乂楽の原因となることがあります。 


Q 


禁止 


通風孔をふさがない 

内部の温度上昇を防く‘ため、通風乳が開 
けてありまず。次のような使いかたはし 
ないでください。内部に熱がこもり、义 
災の原因となることがあります。 

あお向けや横倒し、逆さまにずる 

押し入れ • 専巧のラック W 外の本箱など風通しの 

悪い狭い場所に押し込む 

テーブルク□スをかけたり、じゆうたん-布団の上 
じ置いた U して 使用する 




禁止 


この機器に乗ったり、 

ぶ6下がったりしない 

特にかいお子様のいるこ绿庭では，ごを意 
<ださい。倒れたり，壊れたりして，けが 
の原因となることがあります。 


0 


禁止 


重いものをのせない 

機器の上に重いもの皆外枠からはみ化るよ 
うな大きなものを置かないでください。バラ 
ンスが<ずれて倒れたり、落下したりして、 
けがの原因となることがあります。 


這 


移動させるときは 

まず電源を切り，'必ず電源プラグをコンセン 
_ 卜から巧き，化部の接続コードをかしてか6 

電源プラグをおこなってください。コードが傷つき、义が' 
感電の原因となることがありまず。 


€ 


長期間の外出-旅行のとき、 

またはお手入れのときは 

^ _安全のため必ず電源プラグをコンセントから 

巾"抜いてください。义が•感電の原因となる 
から抜くことがありまず。 


A 5年に一度は內部の掃除を 

販売店などじご相談ください。内部にほこ 
りがたまったまま、長い間掃除をしないと义 
'の 楽や故障の原因となることがあります。 

特に、湿気の多くなる梅雨期の前におこなうと、より 
効果的です。なお、内部の掃除費巧については販売 
店などにご相談ください。 


倫話 I I ホ • ； / ア 53 ス 助巧 HDMI U 乂ア □ 丄 U 
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入カソースを選ぶ . 

主音量を調節する . 

-時的に音を消す（ミューティング) 


□操作説巧のポタンについて 

本書の操作説明は、リモコンの操作ボクンをメインに説巧 
していまず。 

□マークについて 

このマークは、関連情報を記載している参照先 
のページをあらわしまず。 

@ このマークは、付属の CD - ROM 取扱説明書の 
記載項目をあらわしまず。 

0 このマークは、補足説明や操作上のアドバイスを 

あらわしまず。 

このマークは、操作時に留意していただきたいま 
意点や、靈の制おなどをあ6わしまず。 

□イラストにごいて 

本書に使用しているイラストは、取り扱いちまを説明ずる 
ためのもので実物と異なる場合がありまず。 

□CD-ROM にコいて 
(簡をセットアップガイド/取扱説明書） 

H gw > 

ADOBE' READER' 

付属の CD - ROM 取扱説明書をご覧じなるためには 、 Adobe 
Reader ® が必、要でず。 

CD - ROM のメニユー画面じある Adobe Reader ® のバ 
ナーをクリックして、最新坂の Adobe Reader ® をダウン 
□-ドしてくださしバ Windows 用）。 

ダウン□ードずるためには、インク ーネツ ト接続の環境があ 
要でず。 


この取扱説明書では、製品を捆包箱から取り化してからずぐにご使用の前じご確認<ださい。 
おこなっていただくセットアップウィザードじついて説 S 月をし 
まを上のごま意 . 2 ていまず。 

目次 . 4 セットアップウィザードではスピーカーはもちろん、を種機器 

本書じついて . 4 の接続や設定をお楽しみいただくための接続や設定を、テレビ 

付属品を巧認する . 4 画面に表示ずるガイダンスを見ながら誰にでも簡単におこなっ 

使用上のごを意 . 5 ていただ < ことができまず。 


セットアツプウイザ-ドのを備 …… … 6 


セットアップウイザ-ド . 8 


再をのしかた（昼本操作) 


HDMI コント n - J レ煤能を設定する…… …13 


本書について 


付属品を確認ずる 


①簡単セットアップガイド . 1 

③ CD - ROM (取扱説明書） . 1 

③ 保証書(捆包箱におりがけていまず） . 1 

④ 製品のご相談と修理•サービス窓□のご案内 . 1 

⑥電源コード【本機専用】 . 1 

⑥ リモコン （ RC -1 15の . 1 

⑦ 単3お乾電池 . 2 

⑧ セットアップマイク （ DM - A 409). 1 

⑨ AM ループア ンテナ . 1 

⑩ FM 室内アンテナ . 1 

⑥⑥⑧ 


⑥⑥⑧ 



ご巧用になる前に 


目次 


12 2 
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巧用上のごを意 


設置にごいて 


結露(つゆつま)について 


本機巧部の放熱をよくずるために、壁や化の機器との聞は、十 
分に離して設置してください。 

'//////////////////////////////////////////////' 


ン /////を 


1 

7777 ///. 


本機を寒いところから急に暖かいところに移動させたり、本機 
を設置した部屋の温をを暖房などで急に上げたりずると、内部 
(動作部）に水滴が付くことがありまず(結露)。結露したまま本 
機を使用ずると、正常に動作せず、 S な障の原因となることがあ 
りまず。結露した場合は、本機の電源を切ったまま1〜2時 
園放置してから使用してください。 


'壁 


* 30cm liLh 

携帯電話巧用時のごを意 


ステレオ音のエチケット 

隙近所への函慮(おもいやり）を十分にいた 
しまし ょつ。 

特に静かな夜間は、かさな音でも通りやず 
いものでず。夜間の音楽鑑賞じは、特に気 
を配りましょう。 


會 

I 音のエチケット 1 


本機の近くで携帯電話をご使用になると、雑音が入る場合があ 
りまず。携帯電話は本機から離れた位置で使用してください。 


お手入れについて 


•キャビネ、ソトや操作パネル部分の巧れは、やわらかい布で藍 
<拭き取って<ださい。化学ぞうきんをご使用の際は、その 
を意書きに従ってください。 

•ベンジンやシンナーなどの有機溶剤および殺虫剤などが本機 
じ付着ずると、変質や変をの原因になりまずので使用しない 
でください。 


倫誘 I I ザ；/アス 抽巧 HDMI U 乂ア□丄 U 
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ットアップクイザードのを備 


ここではセットアップウイザードをはじめる前の準備をします。 

□ このを備ぴ按わるまで、本機の電源プラグをコンセントに差し込まないでください。 

□本機へのスピーカーの接続は、セットアップウイザードでおこないます。まだ接続しないでください。 


C 


この手順でお要なもの 




スピーカーを 設置ず る 



あらかじめ、スピーカーじスピーカーケーブルを接続しておいてください。 
接続のしかたは、スピーカーの取扱説明書をご覧ください。 

{^\ 本機へのスピーカーケープルの接統は，セットアップウイザードでおこないまず。 

□ 5.1 チヤンネルを設置するとを 



•サラウンドスピーカーは、ちの高さより60〜 90 cm 高 
い位置に設置ずることをおずずめしまず。 



FL フ□ントスピーカー(左） 
FR フ□ントスピーカー（ち） 

C センタースピーカー 
SW サブウー八一 
SL サラウンドスピーカー（左) 
SR サラウンドスピーカー（ち) 
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馨 ® 馨鎌 
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r で感 






M HDMI ケーブル(別売り）で本煤とテレビを巧続ずる 

本機とテレビを HDMI ケーブル以外のケーブルで接続しているときは、セットアップウィ 
ザードを表示しません。 
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HDMI U 乂アロ丄で 





















































































































ツトアツプクイザ ■ 



準備び竞了した6、セットアップウイザードをはじめましよラ。 

セットアップウイザードでは、巧の手順で接続や設定をおこないます。画面の指示に従って操作してくだをい。 
化要に応じて、各設定頃目でスキップした D 中止したりすることをでをます。 





ダ 言語の設定 


ツニューに表あする SB 否 a んで < ださし、日本届 


テレビ画面に表示するで章の言語を設定します。_ 

0セットアップウィザードで設をした後で电、次のメニューで設をを変更できます。 
(13=(^ 73ぺージ"言語の設を"） 




ソースの設定 


接続する機器ごとに接続する端子を設定し、接続 
します。 

@セットアップウィザードで設をした後でち、 

ホのメニューで設をを変更できます。 

(屈 =( 梦76ページ"入力端子の割り当て"） 


スピーカーの巧続 

サラウンド再を①ため①スピーカーの接続をします。 

漏 M 

已 .1 チヤンネル W 外のスピーカー接続は、セット 
アップウィザードでは設をできません。 

"その他"を選んで、" 2. スピー カーの 接続" が‘スキ、 ソブを違び、" 3. スピー カーの 設 を" じ 
進んでください。 （ 設走方法は@ 41ページ「スピーカーを設置/接続/設走ずる 
(応用接続)」をご覧ください。） 



リモコンの設定 


本機に付属のリモコンで、本機に接続した機器を 
操作できるようじ設定します。 

闲セットアップウィザードで設をしたあとでも. 

ホのメニューで設をを変ちできます。 

(屈72ページ"リモコン設をガイド”） 




スピーカーの設定 


お使いになるスピーカーやお部屋に最適なサラウ 
ンド音響の設定をおこないます。 


@セットアップウイザードで設定した後でも、次のメこユーで設定を変更できます。 
(頓=慶）1目ぺージ「スピーカーを設定する （ Audyssey @ 才ートセツトアップ） 



1：>1上でセツトア 、ジブ ウイザードは終了です。 
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セツトアップウイザードの基本操作 > 


はじめましよラ 


( menu ^ 



AV で設定したい項 
目に移動する。 



< 0で設定したい項 
目に移動ずる。 


V — 1 


{ = J 

^fcHlfVELI 


JTED 

[ semch]^K , 


選択を確定ずる。 


、―II ^ \ — J 

IUW ぃル 

[^ENUI A ^^^[ mLEVEiI 

hHki 

5 口 "^^^ ノ阻 URN 

画^^^/回 


各設定の先頭じ戻る。 
または 

セツトアップウイザー 
ドを中止する。 



本機の電源プラグをコンセントに差し込む。 


巧 




Ml ffl | i | 

© 

赫慰。 


變 

…揣=。こ,‘。 . 



a 

5 


ON ( I ) を押して、本機の電源を入れる。 

電源がオンじなり、テレビにセットアップウィザード 
のスタート画面を表示しまず。 


家庭用の電源コンセントへ 
(AC100V,50/60H2) 



電源コード(付属） 


スピーカーの接続 

ま巧中のスピーカー巧 g なして< ださい. 


スビーカー也■:センタースビーカー 
スビーカー«子ち: CENTEB 


S 民した5忙 NITER] 在巧してくだれ、. 


圓 dH 图 



AMP を押して、リモコンをアンプ操作モードに 




〇 


ENTER を押す。 

セツトアップウイザードがはじまりまず。 


’このリモコンは接続した機器を操作できるプリセットリモコ 
ンでず。 


電源をスタンパイが態にするとを 

STANDBY ((!)) を押ず。 

【スタンバイ時の電源表示】 

通常スタンバイ商：消财 
メニユーの" HDMI コント□-ル"（屈 
70ぺージ）が‘オン"：赤色 


STANDBY ：：. 

回四 


セットアップウイザードがはじまりました。 

画面の指示に従つて操作してください。 

0 セットアップウイザード終了後，再びセットアップウイザードを 
実施するときは，メニューの"セットアップウイザード"を選んで 
ください（吸@的ぺージ"メニュー—覧”）。 


電源がスクンバイ状態のときは、微量な電力を消費しまず。ず 
ベての電力を完全に遮断ずるときは、電源コードをコンセント 
から抜いてください。 


揣誦 


々ア、々3な—ス 


抽 WQC 9 巧 


HDMI U 乂ア nlju 
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□ スピーカーを 接続す る 

セットアップウイザードの" 2. スピーカーの接続"でスピーカーの接続をおこないますが、セットアップウイザードをおこなわなかったり、セットアップウイザードを中止し 
た場合は、次のよろじ接続してください。 

詳細は、付属の CD - ROM ( 取扱説明書）をご覧ください。 


巧攝ずる 


5.1 チヤン: W レ 


J 


本機と接続ずるスピーカーの左チヤンネル （ L )、 ちチヤ 
ンネルの)、+馈)、 一( 黒）をよく確認して、同じ極性 
を接続してください。 


スピーカーケーブルを接続する 

スピーカーケーブル先端の被覆を lOmm 程度はがし、な綜 
をしっかりよじるか、端末処理をおこなう。 



脚 M 

•スピーカーケーブルのあ線が、スピーカー端子か5はみ出さ 
ないようじ接続してください。あ線がリアパネルやネジじ接 
触したり、+側と一側が接触したりすると、保護回路が動作 
します（屈 102 ぺージ「保護回路」)。 

•通電中は、絶巧にスピーカー端子じ触れないでください。感 
電する場合があります。（ただし、セットアップウィザード 
中は、セットアッブウィザードの指示に従つて接続してくだ 
さい。） 

• 次のインピーダンスのスピーカーをご使用ください。 


ご使用じなるスピーカー端子 

スピーカーインピーダンス 

FRONT 

6-16 0 

CENTER 

SURROUND 
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再生のしかた馆本操作） 


ここでは基本的な操作方法について説明します。詳細は、付属の CD - ROM (取巧説明書）をご覽くださし、。 


□ 再生する前に、あ6かじめち機器との接続や本機の設定をおこなつてください。 
□ 再ちするとをは、接続した機器の取巧説明書ちご費ください。 


入カソースを愚3 


再生する入カソース選択ボタン 

( BD 、 SAT / CBL 、 TV 、 USB / iPod 、 
DVD 、 V . AUX 、 DOCK、TUNER また 
は GAME ) を押す。 

入カソースをダイレクトじ逞ベまず。 


(BD I I SAT/CBI I 〔 TV) IUSBM| 
〔DVD i i V.AUX I [dock] I TUNER | 
[game] 

QUICK SELECT [ liE^DJ 


レ 1 f ,r 'T'l ( id-Til[ * ffl 1 i 


"ソース選}尺"メニユーを巧用ずる 


I -/レーヤ ー I I ヒ了才 ] を■ューナ ー I 


次の操作ち';去でも入カソースを選ぶことができます。 

本巧で操作ずる 

SOURCE ▲ または SOURCE ▼ を押ず。 

•SOURCE ▲ または SOURCE ▼ を押ずたびじ 、入カ ソース 
が次の順唐で切り替わりまず。 


BD SAT/CBL TUNER 

DVD TV 

DOCK CAME 

USB/iPod V.AUX 


現在選択中の入カソースを 
八イライトで表示します。 


[<$>] 移動 


[ENTER ] 決定 


TUNER 夺 
USB/iPod- 


BD ► DVD 
—► DOCK ~~« 


一 TV 
V.AUX 一 


SAT/CBL - 
- GAME 夺 


iPod ► を押ずと、本機の入カソースが" DOCK" または" USB/ 
iPod" に切り誓わり、接続されている iPod を自動的に再生し 
まず(囑==浸）29ページ 「iPod 再生機能」)。 


① SOURCE SELECT を押ず。 

"ソース選択"メニューを表示します。 
@AV< 杉を押して入カソースを選び、 

ENTER を押ず。 

入カソースを確定し、"ソース選択"メ 
ニューを終了します。 


应闽喊边〕 


回 


つ 


画 

iU 


TOO "化■し 

如 £NU 1 A 

卜(【匿)卜） 

"r が^ドが N 


因 


•本機の USB 端子に直接 iPod を接続してご使用になる場合 
は、入カソースの" USB/iPod" を逞んでください。 

•使用しない入カソースをあらかじめ設定ずることができまず。 
"使用ソースの逞択"（屈 =( 梦71ページ)で設走してください。 
•入カソースを逞ばずに"ソース逞択"メニューを終了させる場 
合は、もう一度 SOURCE SELECT を押してください。 
-SOURCE SELECT を押ずと、自動的にアンプ操作モードに移 
行しまず80ページ）。 


揣誦 


な—ス 


抽 wsra さ 


HDMI u :/ ア D—JU 
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主音量を調節ずる 


■ i )) ▲▼を押して、音量を調節する。 

•メニユーの"音量表示"（屈=■(梦71 
ページ）の設定じより、音量の表示値 
が異なりまず。 

□ "音量表示"の設定(煩 71 ぺージ)び"相対値" 
のと定 

【調節できる節囲】--- -8 日.5此~18.0 dB 
□ "音量表示"の設定(煩=慶) 71 ぺージ)び"絕巧値" 
のとを 

【調節でをる節囲】0.0 -99.0 

•入力信号やチャンネルレベルの設定などにより、調をでき 
る範囲が異なりまず。 


阿 




目!風 





因 

• メニューの"ミューテイングレベル" ぺージ）で設 

をしたレベルまで音量が減衰しまず。 

•ミューティングを解除ずるときは、もう一度0を押してく 
ださい。主音量を調をしても解除できまず。 


C 


その他の操作 


i 


付属の CD - ROM ( 取あ説明書）の次の項目をご覧くだ 
さい。 


□ブルーレイデイスクプレーヤーや 
DVD プレーヤーを再をする 
□ iPod ® を再をする 


。ラジオが送局を受信する 
□USB メモ! J — を再をする 

□ y スニングモードを還ぶ 
(サラウンドモード） 
便利な機能 


因 □詳細設定のしかた 

本体の MASTER V 0 山 ME を回しても、主音量を調節できまず。 

。リモコンで接続機器を操作ずる 



ぐ ， 

な上び基本的な設定や操作です。 

設定をを更するとまや詳しい操作の説明 
は、付属の CD - ROM ( 取扱説明書）を 
ご覽<ださい。 

^ - J 
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セットアップウイザードの"ソースの設ぞで、" HDMI ( ARC )" を選択すると、自動的に HDMI コント□—ル機能びち娜こなります。 
ここでは HDMI コント□—ル機能について説明します。詳細は、付属の CD - ROM (巧巧説明書）をご覽ください。 


〔 


HDMI コント□-ル機能 


本磯と HDMI コント□-ル機能対応のテレビやプレーヤーを 
HDMI ケーブルで接続し、それぞれの機器の HDMI コント □- 
ル機能の設定を有巧にずると、機器聞で柜互に制御ずることが 
できまず。 


HDMI コント□—ルででまること 


□ テレビの電源オフ操作に連動して、本機の電源をオフじできま 
す。 

□ テレビの操作で、音声を出力する機器の切り替えができます。 

テレビの音声化力の設定操作にて「アンプから音声を化力ず 
る」の設定操作をおこなうと、アンプの電源をオンにずるこ 
とができまず。 

□ テレビの音量謂節操作で、本機の音量の謂節ができます。 

□ テレビの入力の切り替え操作に連動して、本機の入カソース① 
切り替えができます。 

□ ブレーヤーを再ますると、本機の入カソースがそ①ブレーヤー 
①入カソース【こ切り替わります。 

□本機の入カソースを" TV " じすると、テレビの音声を本機で 
再まできます（屈10ぺージ 「ARC (Audio Return 
Channel ) 機能じついて」）。 

□ メニュー① " HDMI コントロール’’70ぺージ）を"才 
ン"じ設定している場合、本磯の電源がスタンバイ状態のときで 
も HDMI 入力端子か5入力された信号を、 HDMI 出力端子じ 
接続されたテレビや他の磯器に出力します（パススルー磯能）。 


因 


• ARC 機能に対応していないテレビの音声を本機で再生ず 
る場合は、光デジクルまたはアナ□グ接続をしてください 
(屈 =( 梦12ページ)。 

•パススルー機能を使用ずるには 、 HDMI コント□ール対応の 
HDMI 接続機器を接続して<ださい。 


設ちのしかた 


J 


1本機の HDMI コント□-ル機能を有効じする。 

■ メニユーの" HDMI コント□-ル"（屈=@70ぺージ）を 
"オン"じ設をしてください。 

•セットアップウイザードの"ソースの設を"で、 " HDMKARO " 
を逞択した場合は、この手順は不要でず。 


2 


HDMI ケーブルで接続しているすべての機器の電源 
を入れる。 


3 HDMI ケーブルで接続しているすべての機器の 
HDMI コント□-ル機能を有効じする。 

•接続している機器の設走じついては、を機器の取扱説明書 
をご覧ください。 

•いずれかの機器の電源プラグを抜いた場合は、手順2、3を 
おこなってください。 

4 テレビの入力を、本機に接続した HDMI 入力に切 
り替える。 

5 本機の入力を HDMI 入力のソースじ切り替えて、 
プレーヤーの映像が正しく映るか確認する。 

6 テレビの電源をスタンバイじすると、本機とプレー 
ヤーの電源もスタンバイじなることを確認する。 


因 


HDMI コント□-ル機能が正しく動作しない場合は、次の点を 
ご確認ください。 

• テレビやプレーヤーが HDMI コント□-ル機能に対応しているか。 
• メニユーの" HDMI コント□ール"設を(屈70ぺージ）が 
"オン"になっているか。 

•メニユーの"パワーオフコント□ール"設定 ( It ぞ@ 70ぺ一 
ジ)が"をて"または"ビデオ" になっているか。 

•本機に接続しているずベての機器の HDMI コント□-ル機能 
の設定は正しいか。 


•メニュー① " HDMI コントロール’’を"オン’’じ設定していると 
きは、スタンパイ時の待機電力をるくミ肖費します。 

• HDMI コント□-ル機能は、 HDMI コント□-ル機能対応の 
テレビが動作の制御をおこないまず。 HDMI コント□-ル機 
能を使用ずるときは、あずテレビを接続してください。 
•接続しているテレビやプレーヤーじよっては、動作しない機能 
がありまず。あらかじめ各機器の取扱説明書をご覧ください。 
•メニューの"パワーオフコント□ール"（屈 =( 梦70ページ）を 
"オフ"じ設定している場合は、接続している機器の電源がス 
タンバイじなっても、本機の電源はスクンバイになりません。 
- HDMI 機器の接続を追加ずるなど、接続に関ずる変更をおこ 
なうと、連動操作が初期化される場合がありまず。このよう 
な場合は設定をやりなおしてください。 

•メニューの" HDMI コント□-ル"（屈70ぺージ）を"才 
ン"じ設走している場合は、"入力端子の割り当て"（屈 =( 多％ 
ページ）の設定で" TV " じ HDMI 端子を割り当てることはでき 
ません。 

• 次の操作をおこなうと、連動操作が初期化される場合があり 
まず。その場合には、手順2、3をおこなってください。 

• メニューの"入力端子の割り当て"が‘ HDMI " 設走 (1^(9 
76ページ)の変更 

• HDMI で接続している機器の接続変更や機器の増加 

I 〇 
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DEMON 


デノンお客様相談センター 


巧 044-670-5555 

【電話香号はお間違えのないよろじおかけください。】 

受付時闇9: 30〜12: 00、12: 45〜17: 30 

(当社休日および祝日を除<、月〜金曜日） 

〒21 0-85 朗神奈リ照川崎市川崎区日進巧2番地1 D & M ビル 3 F 

故障.修理.サービス部品についてのお問い合わせ先（サービスセンクー) 
については、次の当社ホームページでちご確認んザこだけます。 

ht か :// denon.ip/ip/sueport/pa 呂 es/servicecenter.as_px 


後曰のためじ記入しておいて < ださし、。 


購入店名： 電話 （ 

ご購入年月日： 年月 曰 


株式会社 デイーアンドエムホールデイングス 







